
施設名 写真 建築年
経過年数

（令和４年時点）
延べ面積
（㎡）

構造 耐震基準 土砂・浸水区域

※１　Ｉs値：「構造耐震指標」と呼ばれ、建物の強さ、地震に対するねばり強さ、形状、経年による劣化の積による耐震性能を表すもので、この
　　　　　　　　数値が多きいほど耐震性能が高い

※２　ｑ値：「保有水平耐力に係る指標」と呼ばれ、建物が地震による水平方向の力に対して対応する強さを表す。
※３・※４　　Ｉs値＞0.6　かつ　ｑ値≧1.0　であれば、地震の震動および衝撃に対して倒壊し、または崩壊する危険性が低いと判定される。

耐震診断結果

◆大野地域メイン集会所の現況

柿ノ浦
平成３年

（１９９１年）
３１年 376.55 鉄骨造１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施 ―

２区
昭和５８年

（１９８３年）
３９年 456.99 ＲＣ造１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施 ―

３区
昭和５１年

（１９７６年）
４６年 315.4 鉄骨２階 旧耐震基準

全階においてIｓ値とｑ値ともに基
準を下回っている。

―

４区
昭和５４年

（１９７９年）
４３年 569.44 鉄骨３階 旧耐震基準

全階においてIｓ値とｑ値ともに基
準を下回っている。

河川浸水区域
（1.0ｍ未満）

５区
平成９年

（１９９７年）
２５年 433.61 ＲＣ１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施

河川浸水区域
（1.0ｍ未満）

６区
平成１７年

（２００５年）
１７年 420.38 鉄骨１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施

河川・津波
浸水区域

（1.0ｍ以上）

７区
昭和５６年

（１９８１年）
４１年 417.36 ＲＣ２階 旧耐震基準

１階のIs値のみ基準を下回ってい
るが、その他は基準を上回ってい
る。

河川浸水区域
（1.0ｍ以上）

８区
昭和５５年

（１９８０年）
４２年 427.34 鉄骨２階 旧耐震基準

１階と２階のｑ値においては、基
準を上回っているが、その他は基
準を下回っている

―

９区
平成５年

（１９９３年）
２９年 668.21 ＲＣ１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施 ―

１０区
平成２０年

（２００８年）
１４年 299.66 鉄骨１階 新耐震基準 新耐震基準のため未実施

土砂災害
警戒区域
（土石流）
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